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「青松塾 19人 が入塾」
「青松塾 Jの 人塾式が 5月 28日 に中央公民館 で行 われ

ました。

小学生 17人 、中学生 2人 の参加児童  生徒 は緊張 した

面持 ちで、講師を務める鹿児島大学の学生 と対面 しま した。

年間 22回 計画 している青松塾 は、 自学学習 を中心 に、体

験活動 郷土料理  英会話な ど塾生の 「生きる力Jに も沿
った内容になってい ます。

この一年間で、塾生が多 くの ことを吸収 して成長 してい

くことを期待 します。

キャラバ ン隊が巡 回
「青少年育成の 日」活動推進キャラバ ン隊が、各地区の合 司子ども会を訪問 しています。

6月 5日 (目 )に 先陣をきつて冠岳地区は 「さつますの占植 えJを しま した。

各地区の計画は下.Lの とお りです。

開 ll 日 開 催 地 区

6月 18日 (上 ) 木浦地区 照島地区 旭地区 羽島地区 川北地区 湊町地区 川 1地 区

6月 19日 (日 ) 上名 地 区 大原 地 区 野 平地 区 湊 地 区

7月 10H(日 ) 中央地 区

9月 18日 (日 ) 生福 地 区

※ 荒川地区は未定ですが、実施 を予定 しています。
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6月 4日 ～ 5日 に 1泊 2日 で

南薩少年自然の家に行つて

きま した。

参加者は小学生 21人 、

中学生 5人、高校生 4人
で した。
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.  .  .     クイズです。

9つの点があります。この点を直線の一筆書きで全て通るには

.  .  .   どうすれば良いでしょうか ?ただし途中で 3回 しか曲がつてはい

けません。どうですか、解けますか。解けない場合,お子さんと相

.  .  .   談しながら解いてみてください。

こうした様ななパズルを解いてみる時に二人で考える方が時間

も苦労も半分で済む,と いう。Rでもないそうです。パズルの性格によつて良い場合と,そう

でもない場合とがあります。では,どんなパズルだと二人で考えると効果がいいかというと,

相手が解いている最中に,何をやつているのかが見えやすい方が良いそうです。上のパズ

ルはまさにそのタイプのパズルですので,誰かと一緒に相談してやると「あっ,そうか !」

と解ってしまいます。この場合 相手がイ]か線を引いているいる時に、それがいい方法なの

かどうかが解らないので,ある程度は他人に任せるしかありません。その間に自分は知ら

ず知らずに「いろんな考え万 (別の考え方)Jを したくなつて それが共同作業「多様な見

方」を取り込んでくることになります。相手のことに批判的になり過ぎず、でも距離を置

いて相手のやつていることを見直せて、それぞれの相手のやつていることに刺激されて少

し違うアイデアが湧くという関係性が,二人でやる事のメリットだそうです。

この研究は大学発教育支援コンソーシアム推進機構という人たちが取り組んでいる「学

習を科学するJと いう取り組みです。認矢□科学を背景に,人が賢くなる仕組みをみつけ、そ

の仕組みを使ってどう賢くなるかを確かめながら,学習を実践するという新しい取り組み

なのです。

二人で (も しくはそれ以上で)Fo3題 を解いていく作業は (協調作業あるいは協調過程と

言います)人にとって一般的にはすごく苦手で,かつ下手くそだそうです。しかし見てき

たように,二人で解く方が答えを導きやすいことが多いそうです。では、苦手な協調作業を

敢えてやるメリットはどこにあるのでしょうか?人は思い込みにはまつたり,自分が知っ

ていることは他人も矢□っていると思いがちです。個人で考えると、こうした癖をもつたま

ま作業します。 しかし協調作業では,これらの癖から逃れることとができるというメリッ

トがあると考えます。つまり人が考えるという作業をする際に.個人の癖を軌道修正でき

るのです。

今の時代は,二人の協調どころか多文化間での問題解決や ,

専門家同■の協調によるプレイクスルー (進歩・前進)を懸要

としています。つまり正解 (FoO題解決の方法)が一つではなく

なったということです。そんな時代に必要な能力とは 正解を探

す (矢□つている)こ とではなく 正解を導き出すことができる能

力だといくことです。

クイズの答えは次号で。


